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《本号の表紙絵》

Map 2, in John Snow, On the Mode of Communication of Cholera (1855)
（ジョン・スノウによるロンドンの水道供給とコレラ流行の分析）

コレラ流行に見舞われた 1854年のロンドン．ソーホー地区ブロード・ストリート周辺の

コレラ患者のクラスターに注目したジョン・スノウ医師（1813–1858）は，地道な調査の結

果，患者たちが同じ井戸から水を汲み使用していたことに気づいた．疫学の興隆の契機のひ

とつとして，「ブロード・ストリートの井戸」のエピソードは有名である．スノウは井戸の

みならず，水道水にも目を向けていた．当時のロンドンでは複数の民間会社がエリアごと

に給水していた．地図上の水色の地域は Southwark and Vauxhall Company，赤色の地域は

Lambeth Companyの給水区域である．スノウは，隣接する両社の区域のうち，前者の区域内

ではコレラ患者が多発しているのにたいし後者の区域では発生が少ないことに気づき，前者

の供給する水の汚染がコレラ伝播に関係していると考えた．
（永島　　剛）


